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敬-1. 45年度前期研究計画応豪一覧

長期研究計画

多 体 問 題

非周鞘系物件の基礎理論

相転移点の垂傍における Dynanic.aユ Processes

モ レキェール

秩序 ･無秩序現象の計算塵 V ミュレー V ヨソ

劫的不純物効果

その他 (定期研究会)

分子性結晶における分子遅効の研究

長 期 研 究 計 画

多 体 問 題 .､

内 容 物性理論.低温理韓,を通して項われた本質的な多体 問題を取 り上げ

る｡tll臭 った分断 二現われた共通性のある問題.例えば dynamical

Correlaもion を取 り上げると,へ iJクムや電子 ガスの form factor,

超伝導の fluctuation,.古典液体の form factor,転移温箆鮒近での

相転移等が含 まれる｡(21塵界鶴城に現われた問題 ,例えば超伝導確中の

S- d相互作用等 ｡(3)いろいろな分野に cverユap した問題,例えば

riOnlinear opticsにおける am.Pユif'ication に見られる dynamical

insもability等 o 以上の桜草問題についての問題繰起と･それ らについ

ての結果を持ち寄って,一分野に局限 ,細分専門化 されずに全般に眼を配

った取 り扱いをする研究会をい うC

提案者 伊豆山 塵 夫

岩 本 文 明

沢 田 克 郎 (代表)

宗 田 敏 雄 (専務及び提案説明者)
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和 田 靖 (五十音順)

研究会連絡会の開催予定時期及び場所

研究会 5月 6.7,8日 大学セ ミナーーハウス (八王子)

10月 7, 8,9日 京 大 基 研

連 絡 延べで ,4- 5名の方に東京.名古屋,京都 ,仙台に来て頂 く)

非 周 期 系 物 性 の 基 礎 理 論

内 容 固体理論は結晶のもっ構造の周期性を足掛 りとしてめざましい発展

を遂げてきた ｡ しかし自然界には合金,混晶 ,無定形物驚乃至は生体高分

子等周期性よりの著 しいずれをもつ重要な物質が多 く存在し,実験技術の

進歩に伴 って,次第にそれ らの渚物性が精密に測定 され るよ うになってき

たOこれ らの物質を理論的に解明するには周期性のずれを単に摂-i:-:j論的に

取扱 うだけでは不十分であり,新 しい理論的取扱法の鞘発が望まれている ｡

これと共に例えばバ ン ド構造,有効質竜,有効電荷,平均自由行程の よう

な固体電子論において薫要な役割 をした諸概念の適用限界を明 らかにする

必要性が再認識 されてきている｡

これ らの諸問題の壇 .-電子或は-フォノンのエネル キ-状態密度の特

性については,われわれグクープの協同研究により,かなり明 ら.かにな っ

てきた ｡ 最近では電子計算機実験等 もあって ,非周期系における披功函数

の特性 ,伝導現象の特性,その相互の触連等が新たに種々議論 されるよう

になってきたQまた,9月の統計力学 国 境会議では Statis七ical Phy-

sics ofRandom Svstemが一つのテーマとして取 り上げ られていた｡

この段噂において 5月末頃,上述の新 しく宿磯化 したテーマを中心 とし

て研究会 を開き,9月中旬国障会議終了後には ,閏瞭会議出席の外人を加

えて 研究会を杓 きたい . また,計算機 実験により得々の知見を蓄積した

い｡
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資 料 丑

代表者 堀 淳 一 (北大理)

松 原 武 生 (京大理)

戸 田 盛 和 (東教大)

松 田 ･ 博 嗣 (基 一研)

研究会 回数 ,時期 5月 下旬 と9月中旬の 2回

参加者予定敏 一各回 約 50名

予定の場所 5月 京大基研

9月 京大基研 と堅田

ト

_
P

T

.

q
JITTFTTT

相転移点の近傍における

DynamicalProcesses

内 等 相転移現象は物性物理の分野だけでな く,化学物理や生物物理 など

いろいろな分野で重要な現象であるが .巌近 ,二次の相転移の研究 を中心

として,その面目が一新 LSDつあるO す なわち ,比熱や嵩簾率など,熱力

学的竜の siIユgularitiesを明 らかにす るといった狭い立場を壊れて ,

楯転移現象 とは ミクロな過程 として,どんなもの か,また,相転移に伴 っ

てどんな dyヱlam土cal processesが壌われ るか .とい うより物理的で .

且つ ,より広い視野のもとで糖転移埋家 を明 らかiキしようとしているoこ

のような研究の方向はわれわれの グjL,-プが ,過去数回の研究計画におい

て提案 し,培 ってき こものであるが ,戯近接 ,日本だけでなく,海外にも

渉透 し,今秋 日本で鴇かれる統計力学短艇会議で は,興味深い発展と,宿

発 な討論とが期待され るo

このような背景のもとで ,われわれが この研究計画において載 り上げた

いことは ,

① 転移点近傍で新しく現われ る dynamicalprocesses (osci1-

atOry collectiveTriQdes in paramagrleもicphases,

Polvdisperse dieiecもric relaxations,soft mod∈∋snear

Tc等〕

④ 輸送 ,緩和係数等の異常

-68-



資 料 斗

③ 転移点近傍の多蛋構造

④ scal土ng laws (static & dynamic)

などである｡ slat,ic scaling lawsお よび① .⑨ の間額は,42年野

の長期計画 ｢相転移｣に布いてとt.()'あげてきたのであるが .これ らの研究

において鮮明になってきた｡

転移点近傍 の多電構造の研究を中心 として,上記の現象および法則をさ

らに明 らかにしていきたい｡

代表者 桂 蚕 俊 (東北大)

森 峯 (九 大)

阿 部 貴 簡 (東 大)

川 崎 辰 夫 (京 大)

研 究 会 2回 1. 6月壇,小人数の研究会

う∴ 秋 ,.基研で研究会

参加予定者 約 40着

モ レキュ- ノレ型研究計画

秩序 ･無秩序現象の計算機シ ミェレ-レ ヨン

内 容 統計力学における秩序 ･∵触秩序現象 .特に転移点近傍の痩和現象の

特異性の問題に対せ る新 しい接近塗 として計算極に系の状態を記憶 させ ,

その睦閲発 展をシ ミュレー トさせることによって.簡単なモデルのもつ特

徴的な振舞 聖追求す ることを目的 とす るO異体的なモデルとして

(ll 2次元化 された KD?P04の水素結合 をなす Dの位置の秩序-無秩

序現象 ｡ これは 2次元 Ising modelに対応す る ｡

(2) 藁合 ア ミノ酸の Lifson-Rc'izモデルの- リックス-コイル転移

の dynamics｡ お よび三軍水素化寮合ア ミノ酸の H5-H 置換におよ

はす転移の影鱒 ｡

を取 り とげた｡
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すでに状態のパター ンの時間的発展について,いくたの興味ある結果が得
早

られ ,その結果は磁気 テープに収められているO今回は王として,この時

間発展を映 画に取ることにより.この現象を視覚化すること,また.バク

- ソの Fourief変換等 を行 うことにより.現 象申解析を養めたい｡

研究場所 理研 ,京大 (熊取博 子炉実験所を含む.)

参加者 上 田 顧 (京大工)

萩 田 直 史 (理ノ研)

松 田 博 '嗣 (基 研)

松 原 武 生 (京大理)

米 沢 富美子 (基 研)

勤 的 不 純 物 効 果

内 容 多体系に対 して不純物が単に静的ポテンL/ヤJi/として劫く場合につ

いては比較的よく知 られているが .不純物が.功的 なものであるときは,問

題は本質的に多体問題 となり,その効果は後塵な形で･あ らわれるo 金南中

の磁気的不純物 ,液体 -リクム中の荷電不純物 などの問題はその典型的 な

例であるといえようC これ らの問題は個々にも興味深いが ,同時に劫的不

純物にともなう多体効果としての側面を共有している 0

41年度にも,モ レキュール型の研究計画と して,王として液体- リウ

ム中の不純物 He5の問題を と｡あげ･成果の-蔀はすでに発表したoO こ

こでは .このほかこれまでの成果 2)も含めてそれを発展させつつ ,上の よ

うな統一的な立場か ら研究を進めたいと考える.

(ll Tsu21uki& Tsunotc,Progr.Theor.Pbys.58(1967),

745.

(2) TsuZiuki&TsunetO,Progr.Theor.Phys.57(1967),1.

Soda,Matsuura & Nagaoka,Progr.Theor.Phys.58

(1･?67),551.

参加者 京大 理 恒 藤 敏 彦 等

九大 理 都 築 俊 夫
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名大 理 藤 井 恒 丸 (世話人)

長 岡 洋 介

一松 浦 民 房

大 見 哲 巨

石 川 幸 志 (予定)

名古屋で上記 メ ンバーによる討論.を行う｡

5日間ずつ 5回

そ の 他 (定期研究会)

分子性結晶における分子遅効の研究

内 容 比較的簡単な構造の分子性結晶における分子遵二功を研究する｡ それ

によって分子間力に閑する知識を確立し.格子力学の内容を豊富にしたい｡

ひいては,分子性匪晶の物性論全般の基礎 をつくることになろ う｡-また,

生体高分子のコソホ-メイVヨンにも深い的係 をもってくるであろうC

この分野の理論的研究は,永宮,富田,中村民 らによって柚拓されたも

ので,わが国で生れたものを大切に育てるという見地か ら見ても,考慮に

値するテーマと思われる｡

研究会の形態としては,新しいものを提案す る｡ 阪大基礎工の中村研と

京大理の山本研とが協同研究を推進す るために .2カ月に一回の頻度で,

交互に一方が他方を集団訪問して,一日をセ ミナ-と discussionに過

す.名づけて H 定 朝研究会 - とい う｡組織 としては,従 って.両研究室の

メンバーが中心となり,これに近線の研究者が随時参加する.

成果の報告は公表された論文である｡

代表者 山 本 常 信 ･ 中 村 伝

参加する研究者の予定数

毎回 約 15名
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